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駿河台大学同窓会報

●ホームカミングデーのお知らせ●ホームカミングデーのお知らせ
　 駿輝祭開催期間の10月27日㈯に、ホームカミングデーを飯能キャンパスにて開催します。同窓会主催
の講演会や懇親会も企画しております。皆様お誘い合わせの上、ふるってご参加ください。

●同窓会事務局からのお願い●同窓会事務局からのお願い
　 同窓会総会やホームカミングデーの会場に名刺箱を設置します。今後、在学生の就職活動等にご協力い
ただける方は、名刺をお持ちください。また、同窓生相互の懇親にご活用ください。ただし、営業行為
や各種勧誘活動はお控えいただきますよう、お願いいたします。

時　間：総　会　15時30分～
　　　　懇親会　17時00分～
場　所：京王プラザホテル
　総　会　47階 あけぼの
　懇親会　５階 コンコードＡ
　〒160－8330
　東京都新宿区西新宿2－2－1
　TEL03－3344－0111（代表）
　URL　http://www.keioplaza.co.jp
会　費：無料
ア クセス：ＪＲ・私鉄・地下鉄新宿駅西口から都庁方
面へ徒歩約５分（地下道を出て左側）、都営大江戸線
都庁前駅Ｂ１出口よりすぐ、お車では首都高速４号
線「新宿ランプ」から車で約１分。

※ ご出席いただける場合は、お手数ですが同封のはが
きを同窓会事務局までご返送いただきたく、お願い
いたします。

開催日：平成24年5月26日㈯

平成23年度懇親会

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

  

に
出
場
内
定
！

東日本大震災被災者に対する東日本大震災被災者に対する
同窓会からの援助について同窓会からの援助について
　平成23年度の同窓会総会におきまして、東日本
大震災発生時に既に本学を卒業していた同窓会正
会員（卒業生）の方で被災された方への援助内容
が承認され、平成24年２月末までに次の通り申請
があり、同窓会から援助金を給付させていただき
ましたのでご報告いたします。

　　全壊（援助金10万円） ４件
　　半壊・一部損壊（援助金５万円） 13件
　　計 17件
　　援助額合計 105万円

　なお、引き続き申請を受け付けておりますので、
詳細は同窓会事務局までお問い合わせください。
　また、平成23年４月から「東日本大震災被災者
救援義援金」口座を開設し、同窓会ホームページ・
同窓会報等を通じ募金活動を行いました。同窓生
有志から集まった義援金（20,540円）を日本赤十
字社東日本大震災義援金口座に全額寄付いたしま
したので、併せてご報告いたします。
 駿河台大学同窓会事務局

　

本
学
卒
業
生
の
海
渕

萌
さ
ん
（
平
成
21
年
３

月
現
代
文
化
学
部
卒
）

が
、
中
国
で
開
催
さ
れ

た
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ア
ジ
ア
大
陸
最
終

予
選
会
、
女
子
カ
ヤ
ッ

ク
シ
ン
グ
ル
で
、
日
本

人
最
高
の
３
位
に
な
り
、

平
成
24
年
７
月
末
か
ら

開
催
さ
れ
る
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
に

内
定
し
ま
し
た
。

 　

同
じ
く
本
学
卒
業

生
の
矢
澤
一
輝
さ
ん

（
平
成
23
年
３
月
文
化

情
報
学
部
卒
）
が
、
ス

ロ
バ
キ
ア
で
開
か
れ
た

カ
ヌ
ー
の
ス
ラ
ロ
ー
ム
世
界
選

手
権
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル

で
、
国
・
地
域
別
の
順
位
を
13

位
と
し
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
代
表
に
内
定
し
ま
し
た
。

　

日
本
カ
ヌ
ー
連
盟
で
は
、
ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
表

に
つ
い
て
、
出
場
枠
を
獲
得
し

た
選
手
を
そ
の
ま
ま
代
表
と
す

る
と
決
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

矢
澤
さ
ん
は
、
北
京
に
続
い
て

２
大
会
連
続
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

代
表
に
内
定
し
ま
し
た
。

在学時の海渕萌さん

北京オリンピックでの矢澤一輝さん

卒
業
生
の
海
渕
萌
さ
ん
・
矢
澤
一
輝
さ
ん

卒
業
生
の
海
渕
萌
さ
ん
・
矢
澤
一
輝
さ
ん

平成24年度同窓会総会・懇親会のご案内
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駿
河
台
大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ッ
ズ 

に
新
商
品
が
加
わ
り
ま
し
た
！

　

本
学
大
学
会
館
地
下
１
階

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

内
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス

グ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
に
、
新
商

品
が
加
わ
り
ま
し
た
！
他
に

も
多
数
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ

ン
パ
ス
グ
ッ
ズ
を
取
り
揃
え

て
い
ま
す
の
で
、
本
学
に
お

越
し
の
際
は
、
是
非
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

（
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
紹
介
し
て
い
ま
す
）

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
施
報
告

  

10
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰
に
第
25
回
駿
輝
祭
が
開
催
さ
れ
、

初
日
に
は
同
窓
会
主
催
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
駿
輝
祭
２
日
目
の
10
月
23
日
㈰
に

は
、同
窓
会
企
画
と
し
て
加
藤
久
氏
の
サ
ッ
カ
ー
教
室『
ボ

ー
ル
を
つ
な
ぎ
、人
を
つ
な
ぐ
』
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
・
父
母
会
共
催
講
演
会

東
ち
づ
る
氏
講
演
会
『
自
分
ら
し
く
生
き
る
』

　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
同
窓
会
・
父
母
会
共
催
の
講
演
会

は
、
10
月
22
日
㈯
13
時
か
ら
、
第
二
講
義
棟
４
階
７
４
０

５
教
室
に
て
開
催
さ
れ
、
講
師
に
女
優
の
東
ち
づ
る
氏
を

お
招
き
し
、『
自
分
ら
し
く
生
き
る
』
と
い
う
テ
ー
マ
で

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ド
ラ
マ
か
ら
司
会
、
Ｃ
Ｍ
、
講
演
、
執
筆
な
ど
、
幅
広

く
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
東
さ
ん
の
講
演
会
と
あ
っ
て
、
開

演
前
か
ら
多
く
の
方
が
会
場
に
集
ま
り
、
本
学
学
生
や
卒

業
生
の
他
、
ご
父
母
や
地
元
の
方
等
、
約
６
０
０
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
が
始
ま
る
と
、
東
さ
ん
の
気
さ
く
で
明
る
い
お

人
柄
と
、
飾
ら
な
い
率
直
な
お
話
に
、
観
客
の
み
な
さ
ん

も
ど
ん
ど
ん
惹
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

華
や
か
な
女
優
業
の
傍
ら
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
活
動
な

さ
っ
て
い
る
骨
髄
バ
ン
ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
ド
イ
ツ

平
和
村
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
戦
争
で
傷
つ
い
た
子
ど
も

た
ち
を
引
き
取
り
、
治
療
・
リ
ハ
ビ
リ
の
後
、
母
国
に
帰

す
活
動
）
の
お
話
で
は
、
現
実
を
リ
ア
ル
に
伝
え
て
い
た

だ
き
、
私
た
ち
の
中
で
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
が
多
々
あ

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
東
さ
ん
の
講
演
会
『
自
分
ら
し
く
生
き
る
』
に

参
加
し
た
私
た
ち
自
身
も
、
自
分
は
何
を
し
た
い
の
か
、

ど
ん
な
人
に
な
り
た
い
の
か
、
改
め
て
考
え
る
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
終
わ
り
に
は
、
本
学
の
学
生
団
体
で
あ
る
ド

イ
ツ
文
化
研
究
会
（
顧
問
・
経
済
学
部　

明
石
真
和
教

授
）
の
学
生
か
ら
、
ド
イ
ツ
平
和
村
へ
の
募
金
活
動
の
呼

び
か
け
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
文
化
研
究
会
と
こ
の
日
参
加
し

同
窓
会
事
務
局
よ
り

同
窓
会
事
務
局
よ
り

同
窓
会
事
務
局
よ
り

同
窓
会
事
務
局
よ
り

て
く
だ
さ
っ
た
方
か
ら
集
め
ら
れ
た
募
金
（
４
２
、
５
０

９
円
）
を
、
全
額
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
些
少
で
す
が
、
ド
イ
ツ
平
和
村
の
子
ど
も
た
ち
の

お
役
に
立
て
た
ら
、
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
時
の
東
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子

が
、
日
独
協
会
機
関
誌
「
か
け
橋
」（
平
成
23
年
11
月
号
）

に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

駿
輝
祭
初
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
多
く
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
懇
親
会
実
施
報
告

　

講
演
会
終
了
後
の
15
時
か
ら
、
第
二
講
義
棟
15
階
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
に
て
、
同
窓
会
主
催
の
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
10
回
目
と
な
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
同
窓

会
会
員
や
そ
の
ご
家
族
・
ご
友
人
、
教
職
員
も
含
め
て
２

３
０
名
以
上
の
方
が
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
お
父
様
・
お
母
様
に
な
ら
れ
た
会
員
の
方

も
多
く
、
お
子
様
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
も
増

え
た
こ
と
か
ら
、
お
子
様
の
遊
び
場
と
し
て
懇
親
会
場
内

に
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
み
ま
し
た
。
お
子
様
は
も

ち
ろ
ん
、
お
父
様
や
お
母
様
に
も
好
評
で
、
運
営
側
と
し

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

余
興
で
は
、
邦
楽
三
味
線
倶
楽
部
の
学
生
４
名
が
地
元

飯
能
に
伝
わ
る
「
飯
能
小
唄
」
の
他
「
品
川
甚
句
」・「
上

を
向
い
て
歩
こ
う
」
の
３
曲
を
披
露
し
て
、
会
場
を
一
段

と
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
同
士
は
も
ち
ろ
ん
、
懐
か
し
い
先
生
方
や
職
員

も
参
加
し
、
と
て
も
和
や
か
な
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
恒
例
の
校
歌
斉
唱
を
し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。

　

お
帰
り
の
際
に
は
、
懇
親
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
全
員
に
、
駿
大
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ッ
ズ
の
エ

コ
バ
ッ
ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
「
駿
大

グ
ッ
ズ
販
売
コ

ー
ナ
ー
」
も
設

け
ら
れ
、
お
土

産
に
購
入
す
る

方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
皆
様

の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り

ま
す
‼

駿
河
台
大
学
同
窓
会
事
務
局
（
学
生
課
内
）

Ｔ
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ac.jp/dousou/index.htm
l.

加藤久氏　ジュニアサッカー教室

講師の東ちづる氏

邦楽三味線倶楽部の演奏

平成23年度（第10回）
ホームカミングデー懇親会

新商品　オリジナルてぬぐい
￥500（税込）　H350㎜×W1100㎜

キッズコーナー

駿
河
台
大
学
創
立
25
周
年
記
念
事
業
同
窓
会
特
別
企
画
実
施
報
告

新商品 オリジナルてぬぐい
￥500（税込） H350㎜×W1100㎜
新商品 オ ジナ ぬぐ

ドイツ文化研究会の学生と
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平
成
23
年
11
月
23
日
㈬
勤
労
感
謝
の
日
開
催

駿
河
台
大
学
創
立

駿
河
台
大
学
創
立
2525
周
年
記
念
事
業
同
窓
会
特
別
企
画
実
施
報
告

周
年
記
念
事
業
同
窓
会
特
別
企
画
実
施
報
告

Back to the Campus

　

平
成
23
年
11
月
23
日
㈬
勤
労
感
謝
の
日
に
、
駿
河
台
大

学
創
立
25
周
年
記
念
式
典
・
講
演
会
・
祝
賀
会
が
執
り
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、同
窓
会
特
別
企
画
の
駿
大
の
里
山
・

森
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
は
じ
め
、
記
念
式
典
、
講
演
会
な
ら

び
に
祝
賀
会
に
、
多
く
の
卒
業
生
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

駿
大
の
里
山
・
森
の
パ
ー
テ
ィ
ー

駿
大
の
里
山
・
森
の
パ
ー
テ
ィ
ー

  

（（
1111
時時～～

1313
時
）
時
）

　

前
日
か
ら
、
駿
輝
祭
実
行
委
員
会
の
学
生
の
協
力
を
得

て
、
会
場
と
な
る
駿
大
の
里
山
に
テ
ン
ト
を
運
び
入
れ
た

り
、
駿
大
・
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム（
※
）の
方
に
、
森
の
石
焼

窯
の
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
の
朝
は
８
時
頃
か
ら
窯
に
火
を
入
れ
お
客
様
を
迎

え
る
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
11
時
の
開
会
の
頃
に
は
、
駿

大
・
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
方
が
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
豚
汁

や
ピ
ザ
で
温
ま
り
、
学
生
の
模
擬
店
に
も
、
弓
道
部
の
た

こ
焼
き
、
ウ
イ
ン
グ
ス
の
焼
き
そ
ば
、
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク

ル
ａ
ｃ
ｐ
の
焼
き
鳥
、
Ｎ
ｅ
ｏ
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
並
び

始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
駿
大
の
里
山
の
散
策
も
お
楽
し
み

い
た
だ
き
、
里
山
の
自
然
を
存
分
に
満
喫
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

※
埼
玉
県
西
部
地
域
の
産
・
学
・
官
交
流
会

記
念
式
典

記
念
式
典  

（（
1313
時
〜
）

時
〜
）

　

第
二
講
義
棟
４
階
の
７
４
０
５
教
室
に
て
、
記
念
式
典

が
執
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
山
﨑
理
事
長
の

式
辞
に
続
き
、
ご
来
賓
か
ら
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
同
窓

会
か
ら
の
目
録
贈
呈
に
移
り
ま
し
た
。
駿
河
台
大
学
創
立

25
周
年
に
際
し
、
同
窓
会
か
ら
大
学
へ
の
記
念
品
と
し
て
、

老
朽
化
し
て
い
る
Ｂ
Ｂ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
費

用
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
導
入
工
事

の
う
ち
、
機
器
購
入
経
費
が
寄
附
さ
れ
、
中
島
同
窓
会
長

か
ら
山
﨑
理
事
長
へ
の
目
録
贈
呈
が
ご
ざ
い
ま
し
た
（
写

真
上
）。
こ
の
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
第
二
講
義
棟
入
り

口
ホ
ー
ル
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
来
校
の
際
に
は
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
（
写
真
下
）。

　

続
い
て
、
池
之
上
法
人
局
長
よ
り
、
記
念
事
業
の
紹
介

が
あ
り
、
本
学
学
生
に
よ
る
映
像
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
と

作
品
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

岡
田
武
史
氏
講
演
会

岡
田
武
史
氏
講
演
会  

（（
1414
時
〜
）

時
〜
）

　

記
念
式
典
の
後
、
同
じ
く
、
第
二
講
義
棟
４
階
の
７
４

０
５
教
室
に
て
、
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
前
監
督
の
岡
田
武

史
氏
を
お
迎
え
し
て
、
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
目
標
達
成
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
決
断
と
行
動
〜
日
本
代

表
監
督
の
仕
事
と
は
〜
』
と
い
う
演
題
の
も
と
、
約
１
時

間
の
ご
講
演
の
後
、
来
場
し
た
方
か
ら
の
質
問
に
も
お
答

え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
役
時
代
、
選
手
と
し
て
も
素
晴
ら
し
い
実
績
を
残
さ

れ
た
後
、
指
導
者
（
監
督
）
の
道
を
選
ば
れ
、
現
在
は
、

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
理
事
と
し
て
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
強

化
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
岡
田
監
督
で
す

が
、
そ
の
お
人
柄
に
触
れ
、
会
場
全
体
が
魅
了
さ
れ
た
講

演
会
で
し
た
。

同
窓
会
主
催
祝
賀
会

同
窓
会
主
催
祝
賀
会

  

「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
夕
べ
」　

「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
夕
べ
」　
（（
1616
時時～～

））

　

ヘ
リ
テ
イ
ジ
・
リ
ゾ
ー
ツ
飯
能
（
旧
飯
能
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
）
６
階
の
ヘ
リ
テ
イ
ジ
ホ
ー
ル
に
会
場
を
移
し
、
同

窓
会
主
催
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

15
時
30
分
の
受
付
開
始
と
同
時
に
、
モ
ダ
ン
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

研
究
会
の
学
生
に
よ
る
演
奏
が
始
ま
り
、
開
会
に
際
し
、

川
村
学
長
の
ご
挨
拶
、
飯
能
市
長
か
ら
の
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
初
代
同
窓
会
長
の
金
子
智
彦
様
か
ら
お
預
か
り
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
前
同
窓
会
長
の
冨
岡
勇
哉
様
か
ら
ご
披

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
中
島
同
窓
会
長
の

乾
杯
の
発
声
の
後
、
モ
ダ
ン
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
研
究
会
の
学
生
に

よ
る
演
奏
、
モ
ダ
ン
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
研
究
会
の
卒
業
生
に
よ
る

演
奏
、
吹
奏
楽
部
の
学
生
と
卒
業
生
の
混
合
バ
ン
ド
に
よ

る
演
奏
の
他
、
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
ａ
ｃ
ｐ
に
よ
る
歌
の

披
露
も
あ
り
、
華
や
か
な
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
貫
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
長
よ
り
、
運
動
部
の

紹
介
が
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
決
め
た
、

カ
ヌ
ー
の
矢
澤
一
輝
選
手
か
ら
の
決
意
表
明
も
あ
り
ま
し

た
。

　

鎗
田
副
学
長
の
謝
辞
、
桐
生
同
窓
会
副
会
長
の
中
締
め

の
後
、
新
井
同
窓
会
副
会
長
の
音
頭
で
恒
例
の
校
歌
斉
唱

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
吹
奏
楽
部
の
生
演
奏
に
ア
カ
ペ

ラ
サ
ー
ク
ル
ａ
ｃ
ｐ
の
歌
も
加
わ
り
、
盛
況
の
う
ち
に
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
お
子
様
と
一
緒
に
ご
参
加
い
た
だ
く
方
の
た
め

に
、
祝
賀
会
会
場
の
隣
室
（
エ
メ
ラ
ル
ド
）
に
キ
ッ
ズ
ル

ー
ム
兼
授
乳
室
を
設
け
ま
し
た
。
卒
業
生
の
お
子
様
同
士

が
仲
良
く
遊
ぶ
姿
が
微
笑
ま
し
か
っ
た
で
す
。

　

駿
河
台
大
学
創
立
25
周
年

記
念
事
業
開
催
に
際
し
、
多

く
の
卒
業
生
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
、
卒
業
生
と
現
役
学
生

の
交
流
が
持
て
た
こ
と
も
、

大
き
な
成
果
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
卒
業
生
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
賜
り
、
駿
河

台
大
学
と
駿
河
台
大
学
同
窓
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
。

 

駿
河
台
大
学
同
窓
会
事
務
局

司
会
を
務
め
て平

成
11
年
３
月
法
学
部
卒
業

 

阿
佐
田　

有
紀

　

駿
河
台
大
学
25
周
年
式
典

と
講
演
会
、
そ
し
て
懇
親
会

の
司
会
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
き
っ
か
け
は
昨
年
の
同
窓
会
総
会
で
し
た
。

同
窓
会
を
機
に
、
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
縁
で
母
校
の

節
目
と
な
る
行
事
に
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て
貢
献

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
大
き
な
喜

び
と
感
謝
を
感
じ
て
い
ま
す
。　

　

今
回
の
行
事
の
打
ち
合
わ
せ
等
で
何
度
か
母
校
を

訪
れ
ま
し
た
が
、
守
衛
さ
ん
の
礼
儀
正
し
さ
に
始
ま

り
、
芝
生
と
山
に
囲
ま
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
広
々
と

し
た
光
景
、
先
生
方
や
職
員
さ
ん
達
の
穏
や
か
な
笑

顔
が
と
て
も
懐
か
し
く
、
時
間
が
戻
っ
た
み
た
い
な

新
鮮
な
感
覚
で
し
た
。

　

当
日
の
式
典
と
記
念
講
演
会
、
そ
し
て
懇
親
会
で

は
入
り
き
ら
な
い
く
ら
い
の
卒
業
生
や
恩
師
、
関
係

者
で
賑
わ
い
、
司
会
の
私
も
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た

く
ら
い
の
盛
り
上
が
り
で
、
再
会
と
い
う
名
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
感
じ
、
た
く
さ
ん
の
元
気

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
母

校
は
、
い
つ
で
も
あ
た
た
か
く
迎
え
て
く
れ
る
、
フ

レ
ッ
シ
ュ
＆
元
気
チ
ャ
ー
ジ
の
素
敵
な
場
所
で
す
。
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●
答
辞

経
済
経
営
学
科

石
田
宣
子

（
埼
玉
県
立
大
宮
中
央
高
校
出
身
）

●
総
代

法
律
学
科     

柳
澤
仁
実

（
福
井
県
立
藤
島
高
校
出
身
）

経
済
経
営
学
科

河
野　

真
（
埼
玉
県
立
豊
岡
高
校
出
身
）

文
化
情
報
学
科

野
本
久
美
子

（
私
立
東
星
学
園
高
校
出
身
）

メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科

岡
本
智
行（

都
立
井
草
高
校
出
身
）

比
較
文
化
学
科

金
井
貴
之

（
私
立
安
田
学
園
高
校
出
身
）

心
理
学
科

三
好
裕
巳

（
埼
玉
県
立
坂
戸
西
高
校
出
身
）

●
優
秀
賞

法
律
学
科

西
川
翔
也（

都
立
田
柄
高
校
出
身
）

経
済
経
営
学
科

SH
EN
 CH
U
N
LAN

（
留
学
生
・
中
国
）

文
化
情
報
学
科

鈴
木
昇
恵

（
神
奈
川
県
立
鶴
嶺
高
校
出
身
）

メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科

高
山
亜
樹（都

立
松
が
谷
高
校
出
身
）

比
較
文
化
学
科

中
川
弘
之

（
私
立
関
根
学
園
高
校
出
身
）

心
理
学
科

岡
部　

結

（
埼
玉
県
立
入
間
向
陽
高
校
出
身
）

●
菩
提
樹
賞

法
律
学
科

石
松
慶
康（

都
立
北
園
高
校
出
身
）

梅
田
絵
理
花

（
埼
玉
県
立
朝
霞
高
校
出
身
）

佐
藤
駿
介（私

立
西
武
台
高
校
出
身
）

謝
花
よ
し
乃

（
沖
縄
県
立
名
護
高
校
出
身
）

菅
井
阿
子

（
茨
城
県
立
守
谷
高
校
出
身
）

田
坂　

優
（
熊
本
県
立
東
稜
高
校
出
身
）

長
谷
川
千
晶

（
私
立
福
島
成
蹊
高
校
出
身
）

矢
作
侑
太

（
埼
玉
県
立
川
口
高
校
出
身
）

米
山
貴
裕（

大
学
入
学
資
格
検
定
）

和
田
広
子（都

立
松
が
谷
高
校
出
身
）

経
済
経
営
学
科     

小
坂
雄
一（

都
立
福
生
高
校
出
身
）

梶
岡
瑞
紀（

都
立
福
生
高
校
出
身
）

桑
原
隆
吾

（
埼
玉
県
立
入
間
向
陽
高
校
出
身
）

小
久
保
卓
也

（
埼
玉
県
立
小
川
高
校
出
身
）

柴
田
健
司

（
埼
玉
県
立
川
越
西
高
校
出
身
）

原　

暖
林（

私
立
星
野
高
校
出
身
）

松
本
安
広

（
私
立
高
崎
商
科
大
学
附
属
高
校
出
身
）

矢
吹
祐
介

（
都
立
第
四
商
業
高
校
出
身
）

吉
田
健
一（

都
立
福
生
高
校
出
身
）

清
野
和
樹（

私
立
福
島
高
校
出
身
）

文
化
情
報
学
科

遠
藤
麻
紀

（
福
島
県
立
郡
山
商
業
高
校
出
身
）

千
川
原
里
美

（
山
形
県
立
新
庄
南
高
校
出
身
）

羽
根
田
育
美

（
福
島
県
立
福
島
東
高
校
出
身
）

メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科

関
本
大
貢（

私
立
堀
越
高
校
出
身
）

羽
鳥
幸
子

（
福
岡
県
立
香
椎
高
校
出
身
）

馬
渕
未
来（私

立
帯
広
北
高
校
出
身
）

比
較
文
化
学
科

W
U
 H
AN
 BIN
G（

留
学
生
・
中
国
）

内
堀
紀
子（都

立
東
村
山
高
校
出
身
）

戸
塚
陽
祐（

都
立
羽
村
高
校
出
身
）

心
理
学
科

阿
部
由
佳
子

（
私
立
つ
く
ば
開
成
高
校
出
身
）

佐
川
結
紀

（
埼
玉
県
立
入
間
向
陽
高
校
出
身
）

山
口
恵
美

（
埼
玉
県
立
所
沢
北
高
校
出
身
）

●
特
別
賞

課
外
活
動
に
お
い
て
、
優
秀
な
成
果
を

収
め
た
学
生
へ
贈
ら
れ
る
特
別
賞
は
次

の
と
お
り
。

法
律
学
科

狩
野
ひ
と
み

（
宮
城
県
築
館
高
校
出
身
）

鈴
﨑 

望（埼
玉
県
立
飯
能
高
校
出
身
）

西
川
翔
也（

都
立
田
柄
高
校
出
身
）

米
山
貴
裕（

大
学
入
学
資
格
検
定
）

経
済
経
営
学
科

白
根
直
樹

（
新
潟
県
立
西
新
発
田
高
校
出
身
）

LI　

XIAO

　

XIA（
留
学
生
・
中
国
）

文
化
情
報
学
科

元
井
沙
希

（
富
山
県
立
石
動
高
校
出
身
）

心
理
学
科

伊
藤
祐
太

（
埼
玉
県
立
川
越
西
高
校
出
身
）

近
藤
樹
里

（
埼
玉
県
立
狭
山
清
陵
高
校
出
身
）

佐藤　元紀さん
平成21年３月現代文化学部卒業
ミュンヘン大学（ドイツ）交換留学生
（留学期間2007年4月～2008年3月）

　

昨
年
末
一
年
半
振
り
に
日
本
に
一
時
帰
国
し
た
際
、

久
し
ぶ
り
に
大
学
を
訪
問
し
た
。
卒
業
式
以
来
の
訪

問
に
も
関
わ
ら
ず
、
先
生
方
や
職
員
の
方
々
に
快
く

迎
え
て
い
た
だ
き
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。
学
生
時
代

の
こ
と
や
現
在
の
こ
と
を
話
し
て
い
る
う
ち
に
、
卒

業
後
に
自
分
は
色
々
な
こ
と
を
経
験
し
て
き
た
の
だ

な
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
駿
河
台
大
学
で
は
非

常
に
有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
こ

こ
で
勉
強
を
し
て
い
な
け
れ
ば
今
の
自
分
は
な
い
と

感
じ
た
。

　

私
は
２
０
０
７
年
に
一
年
間
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
へ

留
学
し
た
。
留
学
中
に
、
目
の
当
た
り
に
し
た
の
は

ド
イ
ツ
の
大
学
の
厳
し
さ
、
学
生
の
勤
勉
さ
、
外
国

語
と
異
文
化
交
流
の
重
要
性
で
あ
る
。
課
題
・
テ
ス

ト
が
非
常
に
厳
し
く
、
図
書
館
で
毎
日
夜
遅
く
ま
で

勉
強
し
て
い
る
学
生
も
少
な
く
な
い
。
語
学
教
育
も

進
ん
で
お
り
、
英
語
で
学
術
的
な
論
文
を
書
き
、
第

二
外
国
語
も
日
常
会
話
で
あ
れ
ば
問
題
無
く
話
せ
る

人
が
多
い
。
そ
し
て
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
人
た
ち
は
外

国
人
に
対
し
て
非
常
に
親
切
で
あ
り
、
よ
く
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
た
。
異
国
の
地
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

吸
収
し
よ
う
と
思
い
、
必
死
に
な
っ
て
勉
強
し
、
多

く
の
友
人
と
異
文
化
交
流
を
行
っ
た
。

　

留
学
中
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
留

学
後
就
職
活
動
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、

一
年
間
と
い
う
期
間
は
実
際
非
常
に
短
く
、
も
っ
と

多
く
の
経
験
を
ド
イ
ツ
で
積
み
た
い
と
思
い
、
卒
業

後
に
ま
た
ド
イ
ツ
へ
渡
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
今
考

え
て
み
れ
ば
大
学
卒
業
後
に
就
職
せ
ず
に
海
外
に
渡

る
と
い
う
の
は
あ
ま
り
普
通
で
は
な
い
決
断
だ
っ
た

と
思
う
。
実
際
に
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
の
帰
国
後
、
先

生
方
や
就
職
セ
ン
タ
ー
の
方
々
と
卒
業
後
の
進
路
に

つ
い
て
話
を
し
た
と
き
、
多
く
の
方
が
反
対
し
た
。

し
か
し
、
反
対
さ
れ
た
こ
と
で
私
は
自
分
の
判
断
が

正
し
い
か
ど
う
か
も
う
一
度
考
え
る
こ
と
が
で
き
た

し
、
さ
ら
に
固
い
決
意
を
も
っ
て
留
学
へ
向
け
て
準

母

３

校

備
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ド
イ
ツ
に
渡
っ
た
後
、
ド
イ
ツ
の
大
学
院
に
入
る

こ
と
は
一
度
断
念
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

現
在
こ
ち
ら
の
通
信
大
学
の
職
員
と
し
て
働
い
て
お

り
、
秋
か
ら
は
こ
こ
の
大
学
で
大
学
院
に
通
え
る
こ

と
と
な
っ
た
。
大
学
院
へ
行
く
と
い
う
目
標
は
少
し

長
い
道
の
り
で
あ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
で
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
と
な
り
つ
つ
あ
る
仕
事
と
学
業
の
両
立
を
し
な
が

ら
大
学
院
を
修
了
す
る
こ
と
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

駿
河
台
大
学
の
方
々
は
親
身
に
な
っ
て
学
生
を
サ

ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
方
々
の
築
い
た
駿
河
台

大
学
の
お
か
げ
で
色
々
と
良
い
経
験
が
で
き
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
暖
か
い
雰
囲

気
が
あ
る
か
ら
こ
そ
日
本
に
帰
る
際
は
ま
た
訪
問
し

た
い
と
思
う
。

　

今
回
の
滞
在
は
非
常
に
短
い
も
の
で
お
世
話
に
な

っ
た
方
々
全
て
に
挨
拶
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
非

常
に
心
残
り
で
す
。
次
回
の
訪
問
の
際
は
必
ず
挨
拶

回
り
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
短
い
訪
問
に
も
関
わ
ら
ず
時
間
を
割
い
て

い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
10
月
29
日
㈯
に
、
栃
木
県
大
田
原
市
の

那
須
野
ヶ
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
ゴ
ル
フ
部

同
窓
懇
親
コ
ン
ペ
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
暖
か
な
ゴ
ル
フ
日
和
の
中
、
卒
業

生
10
名
・
現
役
生
５
名
・
顧
問
１
名
の
５
組
16
名
で

の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
ゴ
ル
フ
部
同
窓
会
に
は
約
80
名
の
卒
業
生

が
お
り
ま
す
。
卒
業
生
相
互
の
懇
親
を
目
的
に
年
二

回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
、
現
役
生
有
志
に
も

参
加
を
し
て
も
ら
う
事
で
相
互
の
交
流
を
深
め
て

お
り
ま
す
。
ま
た
今
回
は
、

こ
の
秋
に
顧
問
へ
ご
就
任

い
た
だ
き
ま
し
た
法
学
部

の
松
平
光
徳
先
生
に
も
ご

参
加
を
賜
り
、
有
意
義
で

内
容
の
濃
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

　

住
ま
い
や
仕
事
の
都
合

で
参
加
で
き
な
い
卒
業
生

も
多
く
お
り
ま
す
が
、
今

後
も
継
続
的
に
開
催
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ゴルフ部ゴルフ部

ゴ
ル
フ
部

ゴ
ル
フ
部

同
窓
懇
親
コ
ン
ペ
を
開
催

同
窓
懇
親
コ
ン
ペ
を
開
催

を
訪
ね
て

平
成
23
年
度 

答
辞
・
総
代
・
各
賞
受
賞
者
一
覧

　

平
成
24
年
３
月
25
日
㈰
に
、
平
成
23
年
度
に
本
学
を
卒
業
す

る
卒
業
生
の
た
め
の
「
学
位
記
・
卒
業
証
書
授
与
式
」
と
コ
メ

ン
ス
メ
ン
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
（
卒
業
祝
賀
・
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー
）

が
執
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
は
、
直
前
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
発
生
に

よ
る
余
震
や
、
計
画
停
電
・
交
通
機
関
の
混
乱
等
の
影
響
が
大

き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
学
の
卒
業
式
は
中
止
と
な
り
、
６
月

12
日
㈰
に「
平
成
22
年
度
卒
業
を
祝
う
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
卒
業
を
迎
え
た
学
生
の
中
に
も
、
実
家
が
被
災
し
な
が

ら
も
学
業
を
続
け
、
卒
業
の
日
を
迎
え
た
学
生
も
お
り
ま
し
た
。

　

様
々
な
思
い
を
胸
に
本
学
を
巣
立
っ
て
行
っ
た
卒
業
生
を
、

私
達
同
窓
会
は
会
員
の
一
員
と
し
て
迎
え
、
今
後
も
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


